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第５章　地域における事例
30．岩手県盛岡市（商標権、特許権）
　今回は貧血に悩む若い女性たちに大人気の「南部
鉄器（なんぶてっき）」の故郷、岩手県の県庁所在地
である盛岡市をみてみよう。
　近年、ヒジキの栄養素の代表的成分である鉄分の
数値が大幅に下方修正された。理由は、ヒジキ自体
に鉄分が含有されているのではなく、鉄鍋で調理さ

れる課程で鉄分がヒジキに吸収されていたことが判
明したからという。鉄鍋や鉄瓶で調理や湯沸しをす
ることで、昔の日本人は多くの鉄分を摂取していた
のである。今、貧血に悩むアジアでは卵形などの鉄
を鍋に入れて調理することを推奨する国も出ている。
　日本に鉄鍋や鉄瓶を普及させてきたのが「南部鉄
器」である。どのような背景でこの地で誕生したの
だろうか。
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（１）地理
盛岡市は、岩手県の内陸部、北上盆地のほぼ中

央部に位置している。市内の中心部では雫石川と
中津川が最上川に合流している。中心市街地から
は奥羽山脈に属する岩手山（北西）、駒ケ岳（西）、
早池峰山（東）のほか、独立峰の姫神山（北）、南
昌山・東根山（南）などを望むことができる。こ
れらの山々は「街のランドマーク」となっている。
面積は東京23区の約1.4倍あり、豊かな自然環境に
恵まれ美しい景観を有する地域である。

図１：盛岡市の地図

（２）歴史1,2

①旧石器・縄文・弥生時代（約８万年前〜1700年
前）

盛岡市内の最古の遺跡は「小石川遺跡」で
ある。約１万3000年前の旧石器時代の地層か
ら、槍の先につける石器（尖頭器）が見つかっ
た。また、最古の土器は「大新町遺跡」から出
土した「爪形文土器」である。約１万1000年前
の縄文時代草創期のものだ。

約5000年前から始まる縄文時代中期になると、
美しい「大木式（だいぎしき）」の土器が作られた。

約3000年前から始まる縄文時代晩期には、細
かい文様の「大洞式（おおぼらしき）土器」が

多くつくられ、「手代森遺跡」から「大型遮光器
土偶（国指定重要文化財）」といった祭祀（さい
し）の道具が出土している。

西日本で稲作を基盤とした弥生文化が誕生す
ると、その影響は東北北部まで及んだ。「向田
遺跡」や「手代森遺跡」からは弥生時代前期の
砂沢式の高坏や壷がまとまって出土している。

②古墳・奈良・平安時代（1700年前〜900年前）
４世紀（約1700年前）以降の古墳時代になる

と、盛岡周辺は北海道を中心とした縄文時代的
な「続縄文文化」と、東北南部以南の大型古墳
を作る「古墳文化」の合流点となった。その証
拠として「永福寺山遺跡」や「薬師社脇遺跡」
では続縄文文化的な墓穴に、続縄文文化の土器
と古墳文化の土器（土師器）や鉄製品、ガラス
小玉などが一緒に副葬されていたのである。

その後、稲作が広まっても気候が冷涼だっ
た東北北部は大型古墳がつくられることはなく、
畿内を都とする律令国家の勢力外であった。こ
のため、人々は「蝦夷（エミシ）」と呼ばれていた。

その族長は「末期古墳」と呼ばれる小型の円
形古墳に葬られた。「高舘古墳（飯岡地区・盛
岡市指定史跡）」や「永井古墳群（玉山地区）」
の外、「上田蝦夷森古墳群（上田地区）」からは「鉄
兜（岩手県指定文化財）」が、「太田蝦夷森古墳群」
からは「和銅開珎」、「帯金具」、「勾玉」、「ガラ
ス小玉」が出土している。当時の蝦夷が政府と
交流を持ちながら暮らした社会と考えられてい
る。

８世紀後半、「志波村」との表記が文献にあり、
盛南開発地区の発掘調査でも多くの蝦夷の集落
が発見されている。

平安時代初頭の803年に桓武天皇の命を受け
た坂上田村麻呂が北東北経営の拠点として太
田・本宮地区に広大な「志波城（国指定史跡）」
を造営した。志波村の範囲は「斯波郡」、雫石
川以北は「岩手郡」と呼ばれた。10世紀には、

「林崎遺跡」や「大宮遺跡」、「大島遺跡」などで、
地元蝦夷系豪族の大型建物群跡が発見されてい
る。

③平泉期・鎌倉時代〜江戸時代（900〜200年前）
11世紀には、この地で蝦夷系勢力のリーダー

となった安倍氏が奥六郡と呼ばれた岩手県中北
部の統率者となったが、「前九年合戦（1051年


